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独自のソフトウエア構築による自己血外来の効率化

中村 文彦１） 森本 武次１） 南 睦１） 日置貴美子１） 土屋 直道１）

津田 勝代１） 脇本理栄子１） 古家 美幸１） 西田まゆみ２） 大成 明香２）

森 珠恵２）

貯血式自己血輸血推進のためには自己血外来の開設が有効である．しかし輸血部のない総合病院で自己血外来を
開設することは，事務作業の煩雑さと人的資源と時間の制限から困難である．我々は自己血外来を開設するにあた
り，効率的運用を目的として独自のソフトウエア「自己血輸血管理システム」を構築した．このシステムを利用し
て貯血依頼，計画，貯血実施，製剤登録，使用廃棄登録を行い，さらに説明書，クリニカルパス，製剤ラベルの印
刷機能を持たせ，自己血外来の運用を効率的かつ安全に行うことができた．効率的なコンピュータシステムを構築
することにより人的資源や時間が制限されていても自己血外来の開設は可能である．
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緒 言
同種血輸血の安全性が核酸増幅検査（NAT）の導入

による感染症伝播の低減などにより飛躍的に高まって
いるが，未知の感染症も確実に存在し，これに関して
は自己血輸血がより確実に予防することできる．また
同種血輸血には同種免疫の関与する非溶血性副作用の
リスクが残り，理論的には自己血輸血の方がより安全
である．また自己血輸血は高齢化社会の進行に伴う献
血人口の減少と，輸血用血液製剤の需要増加に対応す
るために非常に重要なツールである１）．しかし自己血輸
血は十分に管理され，安全性確保に努力している医療
機関でなされた場合は最も安全な輸血と言えるが，す
べての医療機関でこのように行われているわけではな
い．自己血輸血の安全性を確保したうえでこれを推進
することは，本邦の輸血医療の重要な使命である．
多数の診療科を有する総合病院において貯血式自己

血輸血を推進する場合，輸血部により自己血外来を開
設することが有用である２）３）．しかし大学附属病院以外
の総合病院には輸血部が存在しないことが多く，自己
血外来の開設は困難である．このような施設で自己血
外来を開設するためには，過誤なく書類作成や製剤の
管理を行うことができる安全なシステムを構築し，さ
らにこのシステムにより外来運用の効率性を追求する
ことが必要と考えられる．
本院は病床数 815 床の総合病院であり，外科系診療

科は 12 科と多岐にわたる．貯血式自己血輸血は各診療
科の主治医が自己血採血を施行して運用していたため，
自己血輸血の安全性確保と自己血輸血の推進のために
自己血採血の中央化が必要と考えられた．そこで本院
の輸血療法委員会は自己血外来を開設し輸血療法委員
会が貯血式自己血輸血を管理する方針を決定した．独
自のソフトウエア「自己血輸血管理システム」を構築
し 2009 年 12 月に自己血外来を開設した．本システム
が自己血輸血の安全性向上と自己血外来の効率的な運
用に有用であったので報告する．

方 法
1．自己血外来の概要
自己血外来は医師 1名，看護師 2～3名，臨床検査技

師 1名により構成される．心臓血管外科外来処置室の
使用していない時間帯の週 2回午後のみを活用し，外
来を開設することとした．独自のソフトウエアを構築
して診療科からの依頼，貯血計画，採血実施入力，製
剤登録，使用あるいは廃棄登録など一連の入力を簡潔
に行えるようなソフトウエア構築を計画した．これに
は同意書，説明書，貯血計画書，クリニカルパス，製
剤ラベル，医事課連絡票などを印刷できる機能を備え
ることにした．外来枠は「貯血計画外来」と「自己血
貯血外来」に分け，貯血計画外来で自己血輸血の適応
を決定し計画を立て，自己血貯血外来の予約を取る．

1）公益財団法人天理よろづ相談所病院臨床検査部
2）公益財団法人天理よろづ相談所病院看護部
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Fig.　1　Flow Chart of the PABT Management System

採血はテルモ血液バッグCPDA 400ml あるいは 200
ml を使用し，全て液状保存とした．採血後は必ず採血
量以上の輸液を施行する．

2．システムの概要
本院は現在，電子カルテを導入しておらず，2005

年よりオーダリングシステム（富士通EG-MAIN）のみ
導入している．自己血輸血管理システム開発にあたっ
ては，医師，臨床検査技師，看護師，医事課職員およ
びシステムエンジニアが自己血外来の業務進行と作業
内容を詳細に分析し，Fig. 1 に示すフローチャートを作
成した．これに則り院内独自の「入院管理システム」内
に副システムとして本システムを装備することとした．
プログラミング言語としてDelphiを使用し，全て院内
で開発した．

3．貯血依頼画面
診療科医師が入力しやすいよう，術式別の最大手術

血液準備量，米国麻酔学会による術前患者状態評価や
ニューヨーク心臓協会分類の内容，貯血式自己血輸血
の禁忌項目が表示可能である（Fig. 2A）．抗凝固剤の使
用の有無，血圧や脈拍，身長，体重などの入力は必要
であるが，ヘモグロビン値や感染症検査結果など検査
情報システムから抽出できる項目は入力不要である．
またこの画面からインフォームドコンセントのための
説明書と同意書を印刷できる．

4．貯血計画画面
依頼に従い自己血採血担当医が計画をたてる．患者

の体重や年齢から一回採血量を考慮し，採血回数（最

大 5回まで），一回採血量を入力する（Fig. 2B）．貯血
担当医は同意書の有無をチェックし，献血歴，既往歴
の有無，歯科治療の有無など重要な項目について問診
し入力する．また計画書，患者用，医療者用クリニカ
ルパス（Fig. 3A）の印刷機能も備えている．

5．貯血実施製剤入力画面
採血日に採血量，採血者，採血場所，および血管迷

走神経反射（VVR）の有無を入力し製剤を登録する
（Fig. 4A）．この画面から製剤に貼付するバーコードを
備えたラベル（Fig. 3B）を印刷する機能があり，バー
コードを用いて輸血管理室の輸血システムに製剤登録
を施行する．製剤登録は赤十字血液センターの同種血
液製剤の登録と同じ手順でおこない，クロスマッチの
結果なども輸血システムに入力する．また鉄剤投与方
法やエリスロポエチン製剤の説明が記載されたヘモグ
ロビン値説明書を印刷して患者に処置内容を説明する．
製剤登録完了とともに医事課への連絡表が印刷される．

6．使用あるいは廃棄登録画面
輸血管理室には輸血しなかった場合は製剤と確認票

が，輸血した場合は使用状況および副作用を記載した
確認票が返却される．これをもとに輸血した場合は使
用登録し，輸血しなかった場合は製剤期限後に製剤を
廃棄して廃棄登録する（Fig. 4B）．

7．自己血輸血管理画面
輸血管理室の技師は，製剤の使用予定を管理画面か

ら知ることができ，これに基づいて製剤出庫の準備を
行う（Fig. 5）．また，過去の自己血輸血全体について，
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Fig.　2　(A) Computer screen for the request of autologous blood donation (B) Computer 
screen for the scheduling of autologous blood donation

様々な集計が可能である．

結 果
外来開設前に使用していた自己血輸血ラベルと手書

きのクリニカルパス使用を想定し，外来での事務作業
内容を検討した．氏名，性別，IDなどはインプリンタ
で印字し，計画の後に 2回の採血を行うケースを例に
とり，一人の患者に要する事務作業の記入文字数と要
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Fig.　3　(A) Clinical pathway for autologous blood donation (B) Label for autologous blood 
products

する時間を測定した．186 文字の記入，インプリンター
による印字および書類準備の時間を含めて 214 秒の事
務作業時間を要した．システムを利用し同じ処理をお
こなった場合 40 回のクリックと 17 文字のキーボード
入力で，所要時間は 35 秒であった．システムにより 1
名の患者につき約 3分の事務作業短縮が得られた．
実際には 1時間あたり 3名の自己血貯血予約枠を設

け自己血外来を開設した．平行して 1時間あたり 2名
の患者に対して貯血計画を立て，これらの患者につい
ても採血条件が整っていれば計画当日に採血している．
採血者1名で1時間あたり最大5名の患者から3台のベッ
ドを使用して自己血採血を行うことができている．自
己血外来開設前 3年間の自己血採血単位数および使用
単位数はそれぞれ1,019単位および961単位であったが
2010 年からの 3年間は1,546単位および1,256単位に増
加した．貯血式自己血輸血を施行した患者数は外来開
設後 3年間で 513 名であり，システムの利用により約
25時間39分の事務作業時間を短縮できたと推測できる．
自己血外来開設前は各診療科の主治医が自己血採血

の計画を立て，病棟において自己血採血を施行してい
た．手術直前の自己血採血が多く，採血から輸血まで
の期間が 3日以内であった製剤が 38％にのぼる等，不
適切な貯血計画が立てられていた．開設後は自己血担
当医が自己血輸血の適応を判断し採血計画を立ててい
る．例として貧血患者や細菌感染患者からの採血を適
応外とし，体重が 50kg 未満の患者の 1回採血量を減量
して行い，手術から 3日以内の採血は行わないなど日
本自己血輸血学会・貯血式自己血輸血実施基準（2008）

を遵守している．外来開設前は自己血輸血同意書を取
得していなかったが，開設後は計画時に自己血担当医
がその有無を確認しチェックリストに入力するシステ
ムであるため，同意書取得率は 100％となった．
週 1回，確定した翌週の手術予定表と自己血輸血管

理画面を照合して出庫日を決定している．手術日の変
更はその際に判明するため，手術前に期限切れとなる
場合はすぐに主治医に連絡し対策を協議している．必
要な場合はスイッチバック方式を採用することにして
いるが，基本的には自己血採血の追加で対応し，期限
切れ製剤は廃棄している．

考 察
貯血式自己血輸血は同種血輸血と同様，多くの段階

を経て実施され，それぞれの段階における過誤が重大
な事故につながる可能性がある．依頼，計画，採血，
製剤登録など事務的な作業も多く，コンピュータを利
用して過誤を防ぐことが安全性確保のうえで重要であ
る２）．安全性に加え効率性を追求することも自己血輸血
の推進には重要である．われわれは多くの作業をコン
ピュータにより行えるシステム構築を目指し，独自の
自己血管理システムを開発することにした．
自己血管理システムを作成するうえで重要と考えた

ことの一つは，製剤の登録時に必要なデータが確実に
入力されることである．診療科から出される一つの自
己血貯血依頼につき，多くは複数の製剤が作成される．
製剤ごとに製剤種類，製剤番号，血液型，採取日，採
血場所，手術予定日，有効期限などの情報が登録でき
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Fig.　4　(A) Computer screen for registration of autologous blood products (B) Computer 
screen for registration of blood usage or wastage

るようにした．これにより必要な製剤を抽出あるいは
ソートすることが可能となり，自己血輸血の集計に必
要なデータを表示し輸血管理に役立てることができる．
次に各段階において必要な作業を省力化して行える

ように，説明書，同意書，計画書，クリニカルパス，
製剤ラベル，連絡票などを印刷できる機能を備えた．
書類を手書きする必要がなくなり，システム構築が外
来における事務作業量の削減，時間の短縮につながっ
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Fig.　5　Computer screen for the verification and control of autologous blood products

た．今回示した外来における効率化のみでなく，輸血
管理室での製剤登録や医事課における事務作業におけ
る効率化も得られている．
同種血の管理も行う輸血システムへの製剤登録は，

同種血と同じ方法で行われるようにした．バーコード
により製剤番号，期限などが輸血システムに登録され，
患者への割付が行われる．バーコードを介する製剤登
録であるため，市販の輸血システムでも応用可能であ
る．自己血管理システム自体は当院独自のシステムに
組み込まれており，他院に移植することは不可能であ
るが，システムの設計は他施設や市販の輸血システム
に応用可能であり，他院でも同様の方式による自己血
管理が可能であろう．
クリニカルパス（パス）は安全な自己血採血を実施

するうえで重要なツールである４）５）．パスに従って問診，
観察，処置を施行していくことにより，必要な行為を
確実に実施することができる．パスの印刷機能を備え
たことにより，依頼時の情報がパスに印刷され情報共
有を確実なものにすることができた．また採血時に発
生した事象の記載は次回の採血の際の参考情報となっ
た．我々のパスは久留米大学のパスを参考に作成した
ものであるが，印刷できる紙面の大きさから複数回の
採血を 1枚にまとめるのではなく，採血毎のクリニカ
ルパスを作成する様式にした．そのため時系列でパス
を読むことができない欠点がある．
自己血外来開設前後で5.7％から18.8％へと廃棄率の

上昇が認められ，必要以上の自己血が貯血されている
と考えられる．各診療科に廃棄率を毎年報告し改善を

促しているが効果がなく，廃棄率の上昇は現在解決す
べき課題となっている．術式ごとの適切な自己血採血
量を設定しなおし，過剰な採血を行わないよう各診療
科と協議する必要があると考えられる．
自己血外来開設に際し多くの機能を有する自己血輸

血管理システムを開発した．これにより安全かつ効率
的に自己血外来を運用することができている．本シス
テムの設計は市販のシステムや他施設のシステムにも
応用可能であり有用である．
著者のCOI 開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし
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DEVELOPMENT OF A COMPUTER SYSTEM (SOFTWARE) FOR THE EFFICIENT

MANAGEMENT OF A PREOPERATIVE AUTOLOGOUS BLOOD DONATION

OUTPATIENT CLINIC

Fumihiko Nakamura１）, Takeji Morimoto１）, Mutsumi Minami１）, Kimiko Hioki１）, Naomichi Tsuchiya１）,

Katsuyo Tsuda１）, Rieko Wakimoto１）, Miyuki Furuya１）, Mayumi Nishida２）,
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１）Department of Laboratory Medicine, Tenri Hospital
２）Division of Nursing, Tenri Hospital

Abstract:

The establishment of an outpatient clinic for preoperative autologous blood donation (PABD) is a useful measure
for the promotion of preoperative autologous blood transfusion (PABT). However, in hospitals without a transfusion
department, the establishment of such outpatient clinics is difficult, due to the complexity of the office work, time re-
strictions, and limited human resources. For the establishment of a PABD outpatient clinic in our hospital, in an at-
tempt to guarantee the efficient management, we developed a novel computer system (the “PABTManagement Sys-
tem”). This system facilitates requesting and planning PABD and the registration and provision request of autologous
blood products, as well as the registration of autologous blood usage or wastage. In addition, information on PABT,
the clinical pathways, and product labels can be printed in this system, which contributes to the safe and efficient
management of the outpatient clinic. We concluded that development of an efficient PABT computer system allows
for the establishment of a PABD outpatient clinic, even in hospitals with limited human resources.

Keywords:

computer system, preoperative autologous blood transfusion, preoperative autologous blood donation,
clinical pathway

�2014 The Japan Society of Transfusion Medicine and Cell Therapy
Journal Web Site: http:��www.jstmct.or.jp�jstmct�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Dotum
    /DotumChe
    /Edigai-OTF-GoIwata
    /Edigai-OTF-MinIwata
    /Edisys-OTF-Gaiji
    /Edisys-OTF-KAZARI
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaStd-Bold
    /FuturaStd-BoldOblique
    /FuturaStd-Book
    /FuturaStd-BookOblique
    /FuturaStd-ExtraBold
    /FuturaStd-ExtraBoldOblique
    /FuturaStd-Heavy
    /FuturaStd-HeavyOblique
    /FuturaStd-Light
    /FuturaStd-LightOblique
    /FuturaStd-Medium
    /FuturaStd-MediumOblique
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HelveticaLTStd-Blk
    /HelveticaLTStd-BlkObl
    /HelveticaLTStd-Bold
    /HelveticaLTStd-BoldObl
    /HelveticaLTStd-Light
    /HelveticaLTStd-LightObl
    /HelveticaLTStd-Obl
    /HelveticaLTStd-Roman
    /HGGothicE
    /HGGyoshotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPGyoshotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGyoshotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /Impact
    /Jun101Pro-Light
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /KeplerStd-Black
    /KeplerStd-BlackCnItSubh
    /KeplerStd-BlackCnSubh
    /KeplerStd-BlackIt
    /KeplerStd-Bold
    /KeplerStd-BoldCnItSubh
    /KeplerStd-BoldCnSubh
    /KeplerStd-BoldIt
    /KeplerStd-CnItSubh
    /KeplerStd-CnSubh
    /KeplerStd-Italic
    /KeplerStd-Light
    /KeplerStd-LightCnItSubh
    /KeplerStd-LightCnSubh
    /KeplerStd-LightIt
    /KeplerStd-Medium
    /KeplerStd-MediumCnItSubh
    /KeplerStd-MediumCnSubh
    /KeplerStd-MediumIt
    /KeplerStd-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /Myriad-Web
    /NSimSun
    /OCRB
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PalatinoLTStd-Black
    /PalatinoLTStd-BlackItalic
    /PalatinoLTStd-Bold
    /PalatinoLTStd-BoldItalic
    /PalatinoLTStd-Italic
    /PalatinoLTStd-Light
    /PalatinoLTStd-LightItalic
    /PalatinoLTStd-Medium
    /PalatinoLTStd-MediumItalic
    /PalatinoLTStd-Roman
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /SymbolStd
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesLTStd-Bold
    /TimesLTStd-BoldItalic
    /TimesLTStd-ExtraBold
    /TimesLTStd-Italic
    /TimesLTStd-Roman
    /TimesLTStd-Semibold
    /TimesLTStd-SemiboldItalic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b67004f4e768456fe50cf52068fa87387800c4e144e0d5d4c51655b574f5330028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b67005c0f76845f7150cf89e367905ea6ff0c4e264e144e0d5d4c51655b57578b3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with minimum image resolution and no font embedding. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f300130d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f3092884c308f305a3001753b50cf89e350cf5ea6308267004f4e9650306b62913048305f00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /KOR <FEFFcd5cc18c0020d574c0c1b3c40020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558ace00020ae00af340020ae30b2a5c7440020d3ecd568d558c9c00020c54aace000200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD <>
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed true
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


